上尾市クビアカツヤカミキリ対策事業補助金交付要綱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和８年９月３０日決裁
　（趣旨）
第１条　市は、特定外来生物であるクビアカツヤカミキリによる被害を防止するため、クビアカツヤカミキリの被害に遭った樹木を伐採し、又は農薬による防除をする者に対し、予算の範囲内において補助金を交付する。
[bookmark: _GoBack]２　前項の補助金に関しては、その交付に係る手続にあっては上尾市補助金等交付規則（昭和５４年上尾市規則第４号。以下この項及び第１０条において「規則」という。）第１７条の規定によりこの要綱の定めるところによるものとし、交付に係る手続以外の事項にあっては規則第１８条から第２０条まで及び第２３条に定めるところによる。
（定義）
第２条　この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによる。
[bookmark: _Hlk237418904](1)　クビアカツヤカミキリ　特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律施行令（平成１７年政令第１６９号）別表第１に定めるクビアカツヤカミキリをいう。
(2)　フラス　クビアカツヤカミキリの幼虫による樹木の食害に伴い生じるふん及び木くずが混ざったものをいう。
[bookmark: _Hlk237427422](3)　被害木　フラスの発生又はクビアカツヤカミキリによる樹体枯死その他の被害が認められる樹木をいう。
[bookmark: _Hlk240553173](4)　手引　埼玉県環境科学国際センターが作成した「サクラの外来害虫クビアカツヤカミキリ被害防止の手引」をいう。
(5)　逸出防止措置　被害木の伐採又は農薬による防除後において、くん蒸、ネットを被せる措置その他クビアカツヤカミキリの幼虫又は成虫を拡散させないための必要な措置をいう。
（補助対象者）
第３条　補助金の交付を受けることができる者は、次に掲げる要件のいずれにも該当する者とする。
　(1)　市内に植生する被害木を所有する個人若しくは法人その他の団体又は所有者から当該被害木の管理について正当な権限を付与された者であること。
　(2)　申請年度内にこの要綱による補助金を受けていないこと。
　（補助対象事業）
第４条　補助金の交付の対象となる事業（以下「補助対象事業」という。）は、次の各号に掲げるいずれかの事業であって、事業者に委託して実施するものとする。
　(1)　被害木を伐採し、手引に基づき逸出防止措置を講じた上で焼却処分又はチップ化を行う事業
　(2)　農薬取締法（昭和２３年法律第８２号）第３条第１項の規定による登録を受けた農薬であって、手引にクビアカツヤカミキリ防除に使用できる登録農薬として記載されているものを使用し、被害木に対する防除を行う事業（当該事業に併せて手引に基づき逸出防止措置を講じる場合を含む。）
（補助対象経費）
第５条　補助金の交付の対象となる経費（次条において「補助対象経費」という。）は、次に掲げる事業の区分に応じ、当該各号に定める経費（消費税及び地方消費税に相当する額を除く。）とする。
[bookmark: _Hlk237419284](1)　前条第１号に掲げる事業　被害木の伐採、運搬、焼却処分、チップ化及び逸出防止措置に係る費用
(2)　前条第２号に掲げる事業　被害木に使用する農薬の購入費、農薬の使用に係る費用及び逸出防止措置に係る費用
（補助金の額）
第６条　補助金の額は、補助対象経費の合計額に２分の１を乗じて得た額（その額に１００円未満の端数が生じたときは、これを切り捨てた額）と５万円とを比較していずれか少ない額とする。
（補助金の交付の申請）
第７条　補助金の交付を受けようとする者（以下「申請者」という。）は、上尾市クビアカツヤカミキリ対策事業補助金交付申請書兼報告書（第１号様式。以下「申請書」という。）に次に掲げる書類を添えて、市長に申請しなければならない。
(1)　補助対象事業の施工日、作業内容、委託事業者の所在地及び名称又は住所及び氏名、領収金額並びに領収年月日等が記載された領収書若しくはこれらを証する書類又はその写し
(2)　次に掲げる状況が確認できる被害木の写真
　　ア　補助対象事業の施工前のフラスの発生又はクビアカツヤカミキリによる樹体枯死その他の被害状況
　　イ　補助対象事業の施工状況及び施工完了後の状況（アに掲げる写真を撮影した場所と同じ場所から撮影したものに限る。）
(3)　被害木の位置図
(4)　その他市長が必要と認める書類
２　前項の申請書は、補助対象事業に要した費用を支払った日から３０日を経過する日又は補助対象事業が完了した日の属する年度の３月２０日のいずれか早い日までに提出しなければならない。
（補助金の交付決定）
第８条　市長は、前条第１項の規定による申請があったときは、その内容を審査した上で補助金の交付の可否を決定し、申請者に対し、上尾市クビアカツヤカミキリ対策事業補助金交付（不交付）決定通知書（第２号様式）により通知するものとする。
（補助金の交付の請求）
第９条　前条の規定により補助金の交付の決定を受けた者は、補助金の交付を請求するときは、上尾市クビアカツヤカミキリ対策事業補助金交付請求書（第３号様式）により、市長に請求しなければならない。
２　市長は、前項の規定による請求があったときは、当該請求を行った者に対し、速やかに補助金を交付するものとする。
（関係書類の保管）
第１０条　規則第２２条の規定により整備する書類及び帳簿は、当該補助事業の完了の日の属する市の会計年度の翌会計年度から起算して５年間保管しておかなければならない。
附　則
　この要綱は、令和８年１０月１日から施行する。
